
●中央区「日本橋川沿いエリアのにぎわい支援事業」を活用し、第一弾として、８月１７日に日本橋一丁目中地区の

仮囲いにて、過去の写真を交えながら、「空・人・川」をキーワードに、将来への期待感を演出。

１．仮囲い活用について

「５地区再開発事務局からの報告」 資料４

中央通り側

※9月5日昭和通り側も掲出済（”景観”と”人のにぎわい”について、明治以降の変遷を写真で示し、昭和通り一帯の景観の変遷、過去から変わらず
人の賑わいがあったことを掲出
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●2040年に誕生する、川幅含め幅約１００ｍ・長さ1,200ｍにおよぶ広大な親水空間と川沿い歩行者ネットワークを踏まえ、

再開発エリアにかかるブランド名称を『 N I H O N B A S H I R I V E R W A L K （ 日 本 橋 リ バ ー ウ ォ ー ク ） 』 とする

２．再開発エリアのブランド名称等について

『川と、世界と、未来へ歩む。』
蘇る日本橋川。青空と賑わいを取り戻し、再び輝きはじめる。

私たちは、潤いある創造的な体験があふれ、日本と世界、

歴史と未来を繋ぎ、 そして、なにより川とともに

人が幸せに生きていく「水都」を、創っていきます。

起点となる
水陸交通の要所として、日本中、そして世界中のひと・もの・ことが集う。

この街は、これからもイノベーションの中心。挑戦する人が活躍する舞台を、

創り出していきます。

人がはぐくむ
この街の人々が大切にしている、人の絆や賑わいを生み出し続ける知恵。

人の顔が見える、人が主役の街づくりを、継承していきます。

未来につづく
幾度とない試練を乗り越えてきた歴史。そして川との共生。

街の記憶や人々の経験を活かし、誰もが安心して、健やかに過ごせる

環境づくりに、挑戦していきます。

ロゴマーク５地区共通ビジョン

(参考）区策定「日本橋川沿いエリアのまちづくりビジョン2021」

資料４「５地区再開発事務局からの報告」


